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南
大
東
漁
港�

暫
定
一
部
供
用
開
始�

　
南
大
東
島
は
、那
覇
の
東
方
約
三
百
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
太
平
洋
上
に
位
置
す
る
楕
円
形
を
し

た
珊
瑚
環
礁
が
隆
起
し
た
島
で
す
。�

　
こ
の
島
に
、全
国
で
も
珍
し
い「
掘
込
み
式
工
法
」
に
よ
る
漁
港
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、こ
の
度
一
部

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
、漁
港
整
備
が
進
み
全
面
的
に
供
用
さ
れ
れ
ば
、島
の
水
産
業
が
発
展
し
、さ
ら
に
は
、我
が

国
の
太
平
洋
で
操
業
す
る
漁
船
の
前
進
基
地
と
し
て
、ま
た
、避
難
港
な
ど
と
し
て
な
お
一
層
の
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

一
、漁
港
暫
定
一
部
供
用
開
始
の�

　
式
典
開
催�

　
平
成
元
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

た
南
大
東
漁
港
に
つ
い
て
は
、去
る
十
一
月

一
日
の
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
南
大

東
漁
港
内
会
場
に
て
、沖
縄
県
の
主
催
に

よ
る
暫
定
一
部
供
用
開
始
式
典
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
ク
ス
玉
開

披
・
祝
砲
花
火
、地
元
漁
船
二
十
四
隻
に

よ
る「
供
用
開
始
入
船
」が
行
わ
れ
、稲

嶺
沖
縄
県
知
事
の
式
辞
を
始
め
、襲
田
沖

縄
開
発
庁
振
興
局
長
、岸
野
水
産
庁
漁

港
部
長
、伊
良
皆
県
議
会
議
長
、照
喜
名

県
漁
連
会
長
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、記
念

植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
更
に
、南
大
東
婦
人
会
、大
東
太
鼓
碧

会
に
よ
る
地
元
芸
能
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、同
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
暫

定
一
部
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

�
二
、「
掘
込
み
式
工
法
」
に
よ
る

　
　
漁
港
の
建
設�

①
南
大
東
島
の
概
要�

　
島
の
地
形
は
平
坦
で
周
囲
は
環
状
丘

陵
地
を
形
成
し
、中
央
は
く
ぼ
ん
だ
盆
地

状
と
な
っ
て
お
り
多
数
の
池
沼
が
散
在
し

て
い
ま
す
。島
の
総
面
積
は
約
三
十
一
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、そ
の
約
六
割
が
農
地
と

な
っ
て
お
り
、基
幹
産
業
で
あ
る
さ
と
う
き

び
生
産
に
関
し
て
、我
が
国
で
は
極
め
て

珍
し
い
大
型
機
械
一
貫
作
業
体
系
に
よ
る

大
規
模
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
生
活
物
資
等
の
輸
送
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
港
は
西
港
、北
港
、亀
池
港
の
３
港
が

あ
り
ま
す
が
、島
の
海
岸
線
は
断
崖
絶
壁

と
な
っ
て
い
る
た
め
、船
舶
は
岸
壁
に
接
岸

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、沖
合
の
係
船
ブ
イ

と
岸
壁
の
係
船
柱
で
綱
取
り
を
行
い
、生

活
物
資
の
荷
下
ろ
し
・
荷
揚
げ
及
び
乗
客

の
乗
船
・
下
船
な
ど
は
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
台
風
な
ど
の
時
化

の
と
き
な
ど
は
、欠
航
す
る
こ
と
が
多
く
、

生
活
物
資
の
不
足
に
よ
り
島
民
の
生
活
に

支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。�

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、南
大
東
島
周
辺

の
海
域
は
、マ
グ
ロ
や
サ
ワ
ラ
な
ど
の
好
漁

場
と
し
て
、沖
縄
本
島
や
県
外
か
ら
も
漁

船
が
や
っ
て
来
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。し
か

し
な
が
ら
、海
岸
線
は
断
崖
絶
壁
で
あ
る

た
め
、漁
船
が
停
泊
で
き
る
よ
う
な
入
り

江
も
な
く
、出
漁
す
る
際
は
ク
レ
ー
ン
に

よ
る
漁
船
の
上
げ
下
ろ
し
を
余
儀
な
く

さ
れ
、漁
船
の
大
型
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
ず
、水
産
業
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。�

②
事
業
の
経
緯
・
概
要�

　
こ
の
た
め
、第
八
次
漁
港
整
備
長
期
計

画
で
漁
港
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、海
底
地
形
が
急
に
深
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、島
独
特
の
地
形
な
ど
か
ら
通

常
の
埋
立
工
法
で
の
工
事
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、全
国
で
も
珍
し
い「
掘
込
み
式
工
法
」

で
の
工
事
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。�

　
漁
港
の
整
備
は
、昭
和
六
十
三
年
三
月

に
第
四
種
漁
港
と
し
て
指
定
を
受
け
、県

営
漁
港
修
築
事
業
と
し
て
平
成
元
年
度

事
業
採
択
・
着
手
さ
れ
、平
成
十
二
年
の

南
大
東
開
拓
百
周
年
に
合
わ
せ
て
船
揚

場
、第
一
波
除
堤
、泊
地
の
暫
定
一
部
供
用

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。�

　
今
後
、同
漁
港
で
は
、防
波
堤
、航
路
、

泊
地
、船
揚
場
、船
置
場
な
ど
の
整
備
を

行
い
、①
地
元
漁
船
が
ク
レ
ー
ン
を
使
用
せ

ず
に
何
時
で
も
出
入
港
が
で
き
、操
業
範

囲
等
に
応
じ
た
漁
船
の
規
模
拡
大
等
に

対
応
で
き
る
港
、②
太
平
洋
で
操
業
す
る

外
来
船
の
前
進
拠
点
基
地
と
し
て
の
避

難
港
、③
沖
縄
本
島
等
か
ら
の
漁
船
の
前

進
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、飛
行
機
と
連

携
し
た
フ
ラ
イ
ト
漁
業
が
可
能
と
な
る
港
、

の
三
本
柱
の
整
備
方
針
で
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。�

三
、南
大
東
島
開
拓
の
歴
史�

　
南
大
東
島
は
、琉
球
王
朝
の
時
代
か
ら

ウ
フ
ア
ガ
リ
ジ
マ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、明
治
十
八
年
に
沖
縄
県
庁
の
調
査

に
よ
り
、日
本
国
標
が
建
て
ら
れ
沖
縄
県

に
帰
属
し
ま
し
た
。�

　
南
大
東
島
の
開
拓
は
、八
丈
島
出
身
で

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
羽
毛
の
採
取
に
よ
り
巨
万

の
富
を
築
い
た
玉
置
半
右
衛
門
氏
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。同
氏
は
日
本
政
府
か

ら
大
東
諸
島
の
開
拓
許
可
を
得
て
、八
丈

島
島
民
を
引
き
連
れ
、明
治
三
十
三
年（
西

暦
一
千
九
百
年
）に
南
大
東
島
へ
上
陸
し
、

明
治
三
十
五
年
に
は
入
植
後
初
め
て
黒

糖
八
十
俵
を
製
造
し
ま
し
た
。�

　
南
大
東
島
は
、当
初
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

経
営
が
行
わ
れ
、島
の
経
営
権
は
開
拓
を

行
っ
た
玉
置
商
会
に
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

後
、玉
置
商
会
か
ら
東
洋
製
糖
、大
日
本

製
糖
へ
と
移
り
、昭
和
二
十
一
年
の
村
制

施
行
後
も
土
地
の
企
業
所
有
は
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
は
昭
和
三
十
九
年
、

米
軍
統
治
時
代
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁

務
官
の
意
向
に
よ
り
、土
地
所
有
権
の
個

人
へ
の
移
転
が
認
定
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま

し
た
。�

　
そ
の
後
、民
間
航
空
路
線
開
通
、簡
易

水
道
事
業
開
始
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
開
始
、新
南
大
東
空
港
供
用
開
始

な
ど
を
経
て
平
成
十
二
年
一
月
二
十
三

日
に
開
拓
百
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
南
大
東
島
は
、別
名
サ
ウ
ス・
ボ
ロ
ジ
ノ・

ア
イ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、サ
ウ

ス・
ボ
ロ
ジ
ノ・ア
イ
ラ
ン
ド
と
は
、島
を
発

見
し
た
ロ
シ
ア
海
軍
の
艦
船
ボ
ロ
ジ
ノ
号
に

ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。�
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暫定一部供用された南大東漁港�

襲田振興局長のあいさつ�

地元漁船による「供用開始入船」�

南大東漁港への漁船の接岸�

クレーンによる漁船の陸上げ（亀池港）�

定期船からの荷下ろし（北港）�

南大東漁港完成予想図�


